
▲薄霧の草千里　（写真提供：二科会写真部会員　宮﨑　喜一氏）

年頭のご挨拶

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

植木町合併特例区長
　　　　　　　　藤　井　修　一
　新年明けましておめでとうございます。皆様
には健やかに新年をお迎えのこととお慶び申
し上げます。

　昨年は政令市に移行し、北区の中で新たなまちづくりがスタート
した記念すべき年でしたが、一方で7月の豪雨により合志川流域に
も大きな被害をもたらし、改めて災害への備えの大切さと地域連携
の重要性を認識した年でもありました。
　さて、合併特例区も残り2年余りとなりました。本年も住民自治活
動の推進やはってん祭、すいか祭、敬老会の開催等の特例区事業の推
進を図るとともに、合併協議で決められた各種事業の着実な推進を
支援してまいります。また、特例区終了後の植木町の姿を見据えて、
地域の特色を生かしつつ新市の中で一体化を推進してまいります。
　本年も皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げますととも
に、本年が皆様にとりまして素晴らしい年となりますようお祈り申
し上げます。

植木町合併特例区協議会会長
　　　　　　　　　森　　勢　剛
　あけましておめでとうございます。
　早いもので、植木町が熊本市と合併して3年
近く、そして全国20番目の風格ある政令都市実

現から9ヶ月となりました。
　ところで、合併特例区協議会は、現在4つの専門部会を設け活動に
あたっていることは「広報うえき」でご承知のことかと思いますが、
私達は植木地域の出来事を一早くキャッチし、内容によっては市及
び関係団体との協議、また、地元市議会議員、自治協議会連合会との
意見交換会等を通じ、その解決にあたっているところでございます。
　つきましては、協議会は今年も地域の絆、皆さんとの結びつきを一
段と深め、山積する課題解決に向かって、構成員一同力を合わせて地
域の発展に尽力することをお約束申し上げ、年頭のご挨拶といたし
ます。
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まちの行事予定及びお知らせ



▲11月22日　三者による意見交換会
　（市議、自治協連合会、協議会）

▲特例区協議会審議風景

部 会 活 動 報 告

コミュニティ部会
田
原
坂　

国
史
跡
指
定
へ

　

11
月
20
日
の
部
会
は
、植
木
町
と
玉
東
町
に
点
在
す

る
西
南
戦
争
遺
跡
群
の
国
史
跡
指
定
、住
居
表
示
な
ど

４
件
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。ま
ず
西
南
戦
争

遺
跡
群
に
つ
い
て
は
、田
原
坂
本
道
、田
原
坂
公
園
、半

高
山
・
吉
次
峠
な
ど
９
ヵ
所
を
国
史
跡
に
す
る
よ
う
答

申
さ
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。委
員
か
ら
は
、
国
指
定

は
念
願
で
大
変
喜
ば
し
い
が
、一
方
で
国
史
跡
化
に
よ

り
規
制
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
地
域
住
民
に
は
、規

制
等
に
関
す
る
説
明
を
丁
寧
に
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、住
居
表
示
で
は
、来
年
10
月
の
富
合
町
合
併

特
例
区
廃
止
に
伴
い
改
め
て「
富
合
町
」の
名
称
を
残

す
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。「
植
木
町
」も
特
例
区
期

間
の
町
名
で
あ
り
、廃
止
時
に
植
木
町
を
残
す
か
ど
う

か
今
後
慎
重
に
検
討
し
、平
成
25
年
度
中
に
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
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第
十
四
回　

合
併
特
例
区
協
議
会　

　

12
月
5
日
報
告
5
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
植
木
町
合
併
特
例
区
財
政
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

今
回
は
平
成
24
年
度
上
半
期
に
お
け
る
補
正
予
算
の
推
移
、及
び
予
算

の
執
行
状
況
に
つ
い
て
、歳
入
・
歳
出
予
算
額
１
０
１
，３
３
４
千
円
に

対
し
、歳
入
は
合
併
特
例
区
交
付
金
等
、収
入
済
額
９
５
，１
４
４
千
円

（
収
入
率
９
３
・
９
％
）、歳
出
は
支
出
済
額
５
２
，２
５
１
千
円（
支
出
率

５
１
・
６
％
）と
の
こ
と
で
し
た
。

○
農
地
等
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

農
地
災
害
28
箇
所
に
つ
い
て
は
、平
成
25
年
１
月
に
着
工
し
４
月
末
の
竣

工
予
定
、ま
た
合
志
川
流
域
の
土
砂
撤
去
や
堰
の
復
旧
工
事
は
、作
付
け

体
系
に
併
せ
順
次
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

７
・
12
の
豪
雨
災
害
も
着
々
と
復
旧
工
事
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

○「
田
原
坂
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
１
２
」事
業
実
施
報
告

11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、５
７
６
名
が
参

加
し
、７
・
５
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
を

散
策
す
る
中
で
史
跡「
田
原
坂
」

と
植
木
温
泉
、特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、Ｐ
Ｒ
効
果
は

表
れ
て
お
り
、募
集
人
員
の
増
加

や
今
後
の
運
営
を
図
る
上
で
参

加
費
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

植木町合併特例区の財政状況（平成24年度上半期）をお知らせします。
　（平成24年9月30日現在　単位：千円）

歳　　入
款　名 予算現額 構成比 収入済額 収入率

合併特例区交付金 88,134 87.0% 88,134 100.0%
使用料及び手数料 13,080 12.9% 5,076 38.8%
諸 収 入 120 0.1% 51 42.5%
繰 越 金 0 0.0% 1,883 ̶

歳 入 合 計 101,334 100.0% 95,144 93.9%

歳　　出
款　名 予算現額 構成比 支出済額 支出率

総 務 費 70,427 69.5% 33,120 47.0%
民 生 費 4,610 4.5% 4,610 100.0%
農 林 水 産 業 費 800 0.8% 700 87.5%
商 工 費 7,885 7.8% 7,885 100.0%
土 木 費 8,119 8.0% 2,669 32.9%
教 育 費 9,493 9.4% 3,267 34.4%
歳 出 合 計 101,334 100.0% 52,251 51.6%

財 政 状 況



各　種　相　談 相　談　日 時　間 場　所
心配ごと相談 毎週木曜日 9:00 ～ 12:00 熊本市社会福祉協議会北区事務所
年金相談 ＊予約制 272-6905 第 4木曜日 10:00 ～ 15:00 北区役所２階　会議室
行政相談 1月 10日（木） 13:30 ～ 16:00 北区役所 1階　相談室 104

巡回行政相談 1月 24日（木） 9:30 ～ 12:00 植木公民館　吉松分館
13:30 ～ 16:00 植木公民館　田底分館

人権相談 第 3木曜日 9:00 ～ 12:00 北区役所 1階　相談室 104

1月の各種相談

「サル、イノシシ、シカ」の被害防止対策について（お願い）
　近年、植木でもサル、イノシシ、シカの目撃情報が増加しています。
　被害を未然に防ぐために次のようなことに気をつけてください。

　「サ　　ル」　不用意に近づかない、目を合わせない、食べ物を見せない・与えない
　「イノシシ」　寄せ付けない（餌付けになることをしない）、
　　　　　　　侵入させない（家庭菜園や住居を効果的に囲う）
　「シ　　カ」　静かに通り過ぎるのを待つか、慌てずにゆっくり後退

　いずれの場合も、刺激しないようにして、すみやかにその場を立ち去
りましょう。

問い合わせ先　熊本市動物愛護センター
　　　　　　 熊本市東区小山２丁目１１－１　（電話）096-380-2153

平成25年度（平成24年分）
市民税・県民税申告受付日程表（植木地区）

期　　日 対象校区（地区）
２月６日（水） 山　　本
２月７日（木） 植　　木
２月８日（金） 吉　　松
３月１日（金） 田　　底
３月４日（月） 大　　和
３月５日（火） 田　　原
３月６日（水） 菱　　形
３月７日（木） 桜　　井
３月８日（金） 山　　東

１　受付時間　　午前９時30分～午前１１時／午後１時～午後３時30分
２　場所　　　　北区役所２階会議室 
　※詳しくは、市政だより（１月号）をご覧下さい。　※昨年の申告書の控えをご持参下さい。 
　　 （問い合わせ先）　熊本市役所　北税務課（北区役所内）
　　　　　　　　　　 電話番号：096-272-1114

▲11月9日　全校合唱　風景

福祉教育部会

地域振興部会

児
童
・
生
徒
が
輝
い
た

　

植
木
北
中
学
校
研
究
発
表
会

一
木
〜
上
岩
野
線

　
　
　
﹇
市
道
工
事
進
む
﹈

　

11
月
９
日（
金
）に
熊
本
市
教
育
委
員
会
指
定「
小
中

連
携
」植
木
北
中
学
校
研
究
発
表
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
内
小
中
学
校
の
先
生
方
や
保
護
者
、地
域
の
方
な

ど
約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、全
校
合
唱
で
参
会
者

を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、植
木
北
中
６
ク
ラ
ス
、吉
松
小
、田
底
小
各

１
ク
ラ
ス
の
計
８
ク
ラ
ス
の
公
開
授
業
、そ
し
て
、２
年

間
の
研
究
成
果
の
発
表
が
行
わ
れ
、児
童
・
生
徒
が
い
き

い
き
と
授
業
に
参
加
し
、「
小
中
連
携
」の
取
り
組
み
が

十
分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
会
者
か
ら
は
、「
６
年
生
が
楽
し
く
、し
か
も
真
剣

に
授
業
に
参
加
し
、小
中
連
携
の
成
果
が
表
れ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
協
力
体
制
が

よ
く
、学
校
と
保
護
者
と
の
関
係
の
よ
さ
を
感
じ
ま
し

た
。」と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
今
後
も
、植
木
北
中
、吉
松
小
、田
底
小
の
連
携
を
深

め
て
も
っ
と
も
っ
と
い
い
児
童
・
生
徒
を
育
て
、も
っ
と

も
っ
と
い
い
学
校

を
創
っ
て
い
き
た

い
」と
竹
下
校
長
が

目
標
を
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。部
会
と

し
て
も
今
後
更
に

注
目
し
な
が
ら
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

◎　

平
田
機
工
前
の
市
道
工
事（
延
長

２
５
０
ｍ
）が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。地
権

者
の
皆
様
か
ら
も
工
事
に
つ
い
て
は
ご
協

力
い
た
だ
き
、平
成
25
年
２
月
ま
で
に
３

号
線
手
前
ま
で
の
工
事
が
完
成
と
な
り
ま

す
。３
号
線
交
差
点
工
事
に
つ
い
て
も
工

事
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
25
年

10
月
に
は
完
成
予
定
で
す
。

　
　

ま
た
、農
産
物
の
駅（
仮
称
）計
画
も
協

議
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、１
日
も
早
い

開
通
が
出
来
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し

た
。

◎　

部
会
で
は
、今
後
も
植
木
町
合
併
特
例

区
期
間
の
道
路
整
備
事
業
・
地
場
産
業
・

農
業
問
題
等
に
つ
い
て
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
て
参
り
ま

す
。
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編集後記
　明けましておめでとうございます。
　本年が災害のない年であります様に。
　そして、新政権による日本の舵取りが間違いのな
い様に祈るばかりです。本年も部会一同地域の情報
をお届け致します。
　読者の皆様にとって素晴らしい年となりますよう
に !!

住野　弘行

○１月１５日（火）：学校開放日（お出かけください）

※予定は変更になることがあります。

●個人市県民税（普通徴収）第４期納期限は１月末です！

●社会福祉協議会が植木全ての校区（地区）で設立され　

　ましたのでお知らせします！

▲ 12月 11日
　 第16回植木北中学校校内マラソン大会

▲ 11月 16日
   町老連グラウンドゴルフ大会

▲ 11月25日
　 山頭火・味取観音紅葉まつり

▲12月1日
　第40回 植木公立保育園ちびっこ音楽会

▲ 11月 29日
　 農産物の駅（仮称）ワークショップ

▲11月12日
　第1回 田原小ウォークラリー
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まちの行事予定及びお知らせまちの行事予定及びお知らせまちの行事予定及びお知らせ
成人おめでとう !!
　平成25年1月14日(月・祝日)に熊本市総合体
育館・青年会館で、熊本市成人式を行います。
（※旧植木町主催の成人式は現在行っておりません）


